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研修・研究二会議費 買小計 だ 、″   :円 備考

領 収 書 等,貼 付 用 i紙

シキ紘姦か翻半ん寸

/一 /

※ 領収書が檸からはみ出す場合は別紙に貼る。

為彼領

見々T印

収  書

様

＼¥2,000二

但し、令和 4年度 だヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

好年 【月0)β 日  上記の金額、正に領収いたしました

小田急多摩線延伸を促進する

会 ―長 中村 昌
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谷和4年度

'1｀甲鳥多癖繰苺仲を促4する義買建盟
モ  1総  :会  il _

口:時 i今釉4年 ,月 2o甲 (木l

午後3時00分から

会 場 1相模原市立産業会館多百的ホ‐ル



1

2 会長あいさう

3 、議長澪出

4:議 :案
議案第 1号

議案第 2号

議案第 3号

議案第4与
:議案第5号

議案第6号
~議
案第(7号

5 来賓あいきつ及び紹介

総 会 次 第

苓和3年度活動報告について   :
令和3年度収支報告及び会計監査報告についセ
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令和4年度収支予算 (案)にういて イ
決議 (案)たちいて
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議案第 1号

令和3年度 ―活動報告

●
・

一

月  日 活 動 内 容 備 考

5月 14日

総 会
:令和 2年度 活動報告について     

―

・令和 2年度 収支報告及び会計監査報告にういて
・役景の選任 (案)につぃて
。令和 3年度 活動計画 (案)について
・令和 3年度 収支予算 (案)について
。決議 (案)について

※書面審議

7月 19日
第 1回役員会
・総会の結果にういて
。本年度の活動について

11月 29日 要望活動       |
(小田急電鉄、自土交通省) ※書面 (郵送)に ょる要望

1月 21日 要率活動 (東京都、神奈川県) ※書面 (郵送)に よる要望

1月 25日

研修会
。算卜樹子:ガ 田ヽ急多摩線延伸に向けた取組について
感朝市:欄効市 者I臨建設局まづ くりね鶴[狡媚捌窃羽群⇒
:第■部 :小日急多摩鰊延仲促進協議会の歴史について1

鰤 :ガ 鴎ヽ 勢鞠嘲離嬬絵説装 働 I脇Ю)

※YouTubeに よる

ライブ配信

(対象者限定)

津 ド

3月 31日

第 2回役員会
・令和 3年度 活動報告
・令和 3年度 収支報告       i
・会則の一部の改正について
・令和4年度 活動計画 (案)及び収支予算 (案 )
・令和 4年度 について

-1-
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科    目 予 算 額
(A)

収 入 済 額
(B)

増 減 額
(B― A)

1会   費 286,000 23o,ooo △ 6)o00
000 X 115人

3名 の退会による差額

2繰 越 金 263,515 263,515 0

3諸 収 入 485 3 △ 482 子

計 500,000 493,518 △ 6,482

<収 入 >

< 支 出 >

<差 引 >

(収入済額)

498,518円

(支出済額)

-158,579円

令不日3年度 収支報告

(次年度繰越額)

=334,989円

摘    要

議案第2号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

⊂募

1/~ゝ

科   目 予 算 額
(A)

支 出 済 額
(B)

残   額
(A一 B) 摘

1要

1事業推進費 467,000 137,691 329,309

110,000 52,064 57,936 総会、役員会 経費 等

357,000 85,627 271,373 要望活動、研修会 経費 等

2事 務 費 25,900 20,888 4,112 品購入費 等

3予 備 費 S,000 0 8,000ヽ

計 500,000 158,579 341,421

一
_26
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会 計 監 査 報 告 書

本議員連盟の令和 3年度収支決算に?いて、出納簿、証拠書類等を

監査したところ、適正に執行されてぃると認めますo   l P`

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

監 査 小 野   号I、 電

感

-3-
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監 査 石 井 芳 隆



議案第 3号

小 田急多摩線延伸 を促進 す る議員連盟 会則 (改正案 )

(名 称)
第 1条  この会は、「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟」といぅ。
(目  的)
第 2条  この会は、関係市町村の議員の連携により、小田急多摩線の延伸
を促進し、もって近隣市町村の発展と住民福祉の向上に寄与することを

目的とする。                、

(事  業)
第 3条  この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
(1)小田急多摩線延仲事業の促進運動に関する情報交換と連携
(2)｀ 国都県及び関係機関に対する積極的な要望活動    生
(3)広報活動その他目的達成に必要な事業
(組 織)   '
第 4条  この会は、第 2条の目的に賛同する関係市町村の議会議員をもっ
て構成するも

｀

(役  員)            ｀

第5条 こあ会に次あ役員を置くと
(1)会 長   1名            ―

(2)副会長   5名
(3)理 事  若千名
(4)会 計   1名
(5)監 査   2名      ―

(6)事務局長  1名       ―        ‐

(7)事務局   4名
2 役員の任期は2年 としヽ 再任を妨げない。4だ し、その職務は後任者
の就任のときまで行うものとする。またⅢ役員の任期中において選任に
変更があった場合は、その任期 は前任者等のア麦任期間 とする。

3 会長は、会務を総括する。     |             |
4 副会=長 は、会長を補佐 し、会長が欠 けたとき、又は会長 に事故がある
ときは、その職務を代行する。

5 監査は、この会の会計を監査する。
6 事務局長は、会務を掌理する。
7 事務局は、事務局長を補佐する。

-4-
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C

8 会長はヽ必要に応じて、会長代行を置くことができる。
(願聞、参与及び相談役)           .         .
第 6条  この会た顧間、参与及び相談役を置くことがおきるぅ
(事務局)

第 7条  この会に事務局を置く。
2 事務局は(1会長の市町村に置く。
3 事務局はヽ第 3条 に規定する事業の企画■立案等に関する事務を処理
する。        i
(経 費)        |
.第 8条  この会の1経費は、テ会費その他の収入をもって充せる。 f :
2 会費は年額 2,000円 とする。たrし 会ヽ長:力S必要と認める際はヽ 増額
することができる。        '          i
3 この会の会計年雇は、毎年+4月 1′日に始まり翌年

'3月
31由 に終ると

但し、平成21年度においては、平感「?1年・11月 4日 より翌年3月 31日
までとする。   ― :    .   I
(補 員1)   ,  「               

―  :  ‐

第 9条  とめ会則,こ定める,も ののほかⅢ必要な妻寡は月lJ湾協議して定ゅると
(附 則)   : 「  :     :
手の全員1は、平成21年 11月 4日 かられ行するも!  :
(附 則)     : 

‐  :
この会則|ま t平成22年七角,7歯

'か

ら施行する。
′     ―  ′

(附
ヤ
員1)       l i       ‐       ―

この会則は、平成 24年 5月 23日 から施行する。    '   i
(附
｀
則 )υ    l     ■              ・  i

との会則は、平成,26年 5月 15日 から施行する。/

(附 則)   11    1
この会則は、

′
平成 28年 5月 27日 から施行すると    `  ― :

(附 則)|、             :      ィ  ,
この会則は、令和 4年 5月 26日:か ら施行する。      ,ギ

-5-
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小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会貝J改正案 新岬対照表 (変更箇所抜粋)

考備

(3)副会長   5名
(4)理 事  若干名｀

(5)会 計   1名
(6)監 査   2名           _
(7)事務局長  1名
(8)事務局   4名
2 <略>
3 会長は、会務を総括する。
4 全量代空lま、会長が久 lサたとき、会長に事故があるとき、又は
会長の命を受けたときは、その職務を代行する。

二 副会長lま、会長を補佐する。

丘 監査は、この会の会計を監査する。
上 事務局長は、会務を掌理する。
ュ 事務局は、事務局長を補佐する。

1名(2)会長代行

第5条 この会に次の役員を置く。
(■ )会 長   1名

第 5条 この会に次の役員を置く。
(1)会 長   1名
(2)副会長   も名 |
(3)理 事  若千名
(4)会 計   1名
(5)監 査   2名
(6)事務局長  1名
(7)事務局   4名

生 副会長は、会長を補佐し、会長が久けたとき、又は会長に事故が
あるときは、その職務を代行する。

丘 監査は、こあ会の会計を監査する。

丘 事務局長は、会務を掌理する。

上 事務局は、事務局長を補佐する。

る。

8 で 共 る⌒″置 くこ >が

年 5月 26日 から

会長は、込事に庶 じて、

この会則は、令和 4

(附 則)

2 <略 >
3 会長は、会務を総括する。

-6-
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議案第 4号

役員の改選|″わ

C

還
'

-7-
-11-

新役員
.

現役員

役 職 職 名 氏 名 職 名 氏 名

会長代行 (欠員)

理 事 町田市議会議長 戸 嫁 二 人 町田市議会議員 熊 沢 あやり
理 事 町田市議会議員 藤 田

―
 学 ド町田市議会議員 若 林 章 喜



改選後の役員一覧 t宋)

役 職 職 名 氏 名

会 長 相模原市議会議員 中 村 昌 治
副会長 町田市議会議員 佐 藤 伸一郎
副会長 相模原市議会議員 大 沢 洋 子

副会長 厚木市議会議員 松 田 只U 康
副会長 愛川町議会議長 渡 辺   基
副会長 清川村議会副議長 細 野 賢
理 事 町田市議会議長 戸 塚 正 人

理 事 町田市議会議員 藤 四   学
理 事 町田市議会議員 山 下 てつや
理 事 町田市議会議員 佐 藤 和 彦
理 事 相模原市議会議長 寺 田 弘 子

理 事 相模原市議会議員 松 永 千賀子
理 事 相模原市議会議員 森   繁 之
理 事 相模原市議会議員 岡 本 浩 三

理 事 厚本市議会議員 川 口   仁
理 事 厚本市議会議員 栗 山 香代子
理 事 厚本市議会議員 井 上 敏 夫

理 事 愛川町議会議員 阿 部 隆 之

会  計 相模原市議会議員 西 家 克 己

監 査 相模原市議会議員 小 野   弘

監 査 厚木市議会議員 百 井 芳 隆

事務局長 相模原市議会議員 渡 部 俊 明

事務局 町田市議会議員 三遊亭 らん丈
事務局 厚木市議会議長 井 上   武
事務局 愛川町議会議員 岸 上 敦 子

事務局 清川村議会議員 藤 田 義 友

ゝ

ヽ
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議案第 5号

令和4年度 活動計画 孵

「′Jヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則」に基づき、次の活動を行 うd

小日急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則 (抄)

(事 業)`                   |
第3条 この会は、前条の目的を達成するためく次の事業を行う。
(1)小田急多摩線延伸事業の促進運動に関する情報交換と連携

(2)国都県及び関係機関に姑する積極的な要望活動
(3)広報活動その他目的達成に必要な事業    

―

-9-

-13二

令和 4年度 令和 3年度

実施時期 活動内容 実施状況

5月 26日 (木 ) 総 会
【相模原市立産業会館】

5月 14日 (金)
総 会

※書面審議 .

5～ 8月 第1回役員会
7月 19日  (月 )
第 1回役員会

5月 ～ 1!2月
要望活動

(国、都県、鉄道事業者)

11月 29日 (月 )
小田急電鉄、国土交通省
※書面 (郵送)による要望

1月 21日 (金) |
東京都、神奈川県

※書面 (郵送)による要望

11～ 2月 研修会等

1月 25日 (火 )
研修会

滑醐効討能蛾脚兜蒲課長、小田急多摩線
延伸促進協議会前会長による講演 |

3月 下旬 第 2回役員会
3月 31日 (木)
第 2回役員会



郵斗   目 本年度予算額
(A)

前年度予算額
(B)

増 減 額
(A― B) 摘   要

■会   費 226,ooo 286,000 △ 10,000 000円 ×113人

2繰 越 金 384,989 263,515 71,424

3諸 収 入 61 485 △ 424

561)009 500,090 61,000

<収 入 >

<支 出 >

令和4年度 収支予算 (霧
議案第6号

(単位 !円 )

(単位 :田 )

C

本年度予算額
く (A)…

前年度予算額
(B)

増 減 額
(A■ B) 摘   要

1事業推進費 513,000 4o7)o00 46,000

110,000 1ユ 0,000 0 、役員会 経費 等

403,000 857,000 46;900 、、研修会
`経
費 等

40;000 25,000 15,000 事務用品購入費 等

3予 備 費 8,000 8;000 0

計 561;000 500,000 01,000

′

‐ 104■



議案第 7号

決 議 傷鰤

小田急多摩線・の延仲は、広域交通ネットワークの充実に費することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う
ものであり(河 田ヽ急線唐木田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、
買には相模原市田名地区を経由し、愛川1厚木方面今の延伸が期待されている。

交通政策審議会答申第198号においては、本議員導盟ら設立当初からの積
極的な活動が実を結び、唐木田駅から上溝駅まで?延伸にっいて、都心部との

アクセス利便性づ向上が認められ、地域の成長に応じた鉢道ネットフエクの充

実に資する意義のあるプロジエクトに選定されており、実現に向けた大きな下

歩を踏み出すことができたと認識している。   ,
愛川・庫木方面への延伸たついて、上溝駅までの整備の進捗を踏まえ、検討
することが適当とされていることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現
させることが重要である。

また、延伸め意義と同時に収支採算性1等の課題が示されたことから、新駅が

想定される町田市小山田周辺及び相模総合補給廠一部返還地などの沿線におい

て、需要の創出に繁がる開発を積極的に推進していく必要があると

延伸の実現に向け、町田市、相模原市が中心となりヽ 関係者とともた検討の

深度化が進められていることから、本議員連盟

“

しても延伸の美予見に向け、最
大限の支援を行うとともに、今後も引き続き、関係機関に積極的に働きかける
など、会員の総意をもうてす丸となり、ふり

二層強力な活動を展開することを
決意するものであるよ

以上、決議する。

令和 4年 5月 26日

小田急多摩線延仲を促進する議員連盟

-11-
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議案第7号 参考資料
(小田急電鉄、東京都、神奈川県)

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 錫わ

平素から、公共交通網め整備や地域の発展につきましては、格別の御高配を
賜り、心から感謝申し上げます。

小田急多摩線の延伸は、広城交通ネットワークの充実に資することはもとよ
り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う
ものでつり、小田急線唐本田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、
更には相模原市田名地区を経由し、愛川。厚木方面

^の
延伸が期待されており

ます。

交通政策審議会答申第198号 においては、本議員連盟の設立当初からの積
極的な活動が実を結び、唐本田駅から■溝駅までの延伸について、都心部との
アクセス利便性の向上が認ゃられて地域の成長に応じた鉄道ネツトワークの充
実に資する意義のあるプロジェクトに澪察されており、実現に向けた大きな一

歩を踏み出すことができたと認識しております。また、愛川 `厚木方面への延
伸にうぃては、上溝駅までの整備の進子′ノ牛々踏革え検討することが適当とされて
いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現させることが重要であり

ます。

延仲の意義
:と 同時に示された以支採算性等の課題を解決するため、.苛田市、1

相模原市が中Ⅲとなり、【要望先】をはじめとする関係者の皆様とともに検討あ
深度化が進められてお りますが、本議員導翠 としてもヽ新駅が想定 される町田

市小山田周辺及び相模総合補給廠∵部返還担などの延伸線沿線ぃゃいモ、需要
の倉J出 |こ繋がる開発を推進するなど、会員9総意をもって一丸となり、

.よ
り二

層強力な取組を進めて参る所存でごぎセヽます。

つきましては、地域住民の切実なる願ャヽを叶えるべく、唐木田駅から上溝駅、
そして愛川・厚木方面への延仲の実現に向け、特森の御酉己慮・御東援を賜|り ま
すようお願い申し上げます。

令和 4年   月  日

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

会長 中村 昌治
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…16∵

Ｑ
・



議案第7号 参考資料
(国土交通省'(本省))

刀半田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 修動

平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきましては、格別の御高配を

貝易り、心から感謝申し上げます。_

小田急多摩線の延仲は、広域交通ネットワエクの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ものでありヽ 小田急線唐木田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅、
更には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚木方面今9延伸が期待されており:

ます。

交通政策審議会答申第ユ98号 においては、本議員連盟の設立当初からの積
極的な活動が実を結び、唐本田駅から上溝駅までの延伸について、都Jい部との

アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応じた鉄道ネウトヮ‐クの充

実に資する意義のあるプロジェクトに選定されてゃり、実現に向けた大きな一

歩を踏み出すことがで
jき

たと認識しております。また、1愛川・厚木方面への延

仲については、上浦駅までの整備の進‡′ノ+を踏まえ検討することが適当とされて

いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現させることが重要であり

ます。   「         !
延伸の意義と同時に示された収支採算性等の課題を解決するたあ、町田市、

相模原市が中心となり、関係者とともに検討の深度化が進められておりますが、

本議員連盟としても、新駅が想定される町田市小山田周辺及び相模総合補給廠

一部返還地などの延伸線沿線におぃて、需要の創出に繋がる開発を推進するな

ど、会員の総意をもって一丸となり、よリー層強力な取組を進めて参る所存お

ごぎいます。

つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるべく、唐木田駅から上溝駅、

そして愛川 D厚木方面への延伸の実現に向け、都市鉄道等利慄増造法の事業不
キームにおける黒字転換年数の緩和や補,ノも財源の確保などの支援を講じていた

だきますようお願い申:し上げます。

令和 4年  月 ―日

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

会長 中村 昌治

-13-
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議案第7号 参考資料
(国土交通省 (関東運輸局))

小田急多摩線延伸の早期実現に申する要望書 鬱ゆ

平素から、公共交通網の整備や地域の発展ぃつきましてはヽ格別の御高配を
賜り、心から感謝申し上げます。

小田急多摩線の延伸は、広域交通ネット(ワ ーグめ充実に資する手とはもとよ
り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う
ものお|あ り、小田急線唐木田層尺からJI横琴線相模原駅、 JR相模線上溝駅、
真には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚本方面への延伸が期待されており
ます。

交通政策審議会答申第198号 においては、本議員連盟の設立当―初からの積
極的な活動が実を結び、唐木田駅から上浦駅までの延伸について、都心部との
アクセス利便性の向上が認められ、地域の成長に応じた鉄道ネットウークの充
実に資する意義のあるプロジェクトに選定されており、実現に向けた大きIな二

歩を踏み出すことができたと認識しておりま′すとまた、愛川・厚木方面への延
仲についてlま、上溝駅までの整備の進捗を踏まえ検討することが適当ときれて
いる.こ とから、まずは上溝婚尺までの整す円

とを着実に実現させることが重要であり
ます。

延伸の言泰と同時に示された収車採算性等の課題を解決するため、町田市、
相模原市が中心となり、関:東運輸局をはじめ

:と

する関係者の皆様とともに検討
の深度化が進められておりますが、本議員連翠ノとしても、新駅が想定きれる町
田市小山田周辺及び相模総合補給廠一部返還地など?延伸線沿線におぃて、需
要の創出に繋がる開発を推進するなど(会員の総意をもって一丸となり、より
す層強力な取組を進めて参る所存でございます。           |
つきましては、地域住民の切実なる願いを叶えるドく、唐木由駅から上溝駅、
そして疑川・厚本方面への延伸の実現に向け、都市鉄道等利便増進法の事1業ス
キームにおける黒宇転換年数の緩和や補助財月の確保など?東援を講じていた
だきますようお願い申し上げます。

令和 4年  月  日

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟
― 会長 中村 昌治
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小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 顧問・参与名簿

役 職 職 名 氏 名 会 派

願  間 衆議院議員 小 倉 脂 信 自由民主党

顧  問 衆議院議員 あかま 二 郎 自由民主党

願  間 衆議院議員 後 藤 祐 一 立憲民主党・無所属

顧  問 衆議院議員 伊 藤 俊 輔 立憲民主党・無所属

顧  問 衆議院議員 義 家 弘 介 自由民主党

顧  問 参議院副議長 小 川 敏 夫 無所属

顧  問 参議院議員 中 川 雅 治 自由民主党・国民の声

願  問 参議院議員 朝 日 健太郎 自由民主党 。国民の声

願 間 参議院議員 牧  山 ひろえ 立憲民主 。社民

顧  問 参議院議員 真 山 勇 立憲民主・社民

願  問 参議院議員 三 原 じゅん子 自由民主党 ,国民の声

願  問 厚
生労働大臣政務官兼内閣府大臣政務富

参議院議員
島 村  大 自由民主党 。国民の声

願  問 参議院議員 佐々木 さやか ´
公明党

顧  問 参議院議員 三 浦 信・祐 公明党

顧  聞 参議院議員 竹 内 真 二 公明党

参 与 東京都議会議員 こいそ   明 東京都議会自由民主党

!参 与 東京都議会議員 小 磯 善 彦 都議会公明党

参 与 東京都議会議員 石

'II 

良 一 都民ファーネトの会東京都議目

参 与 東京都議会議員 藤 井 あきら 都民ファーストの会東京都議団

参 与 東京都議会議員 星   大 輔 東京都議会自由民主党

参 与 神奈川県議会議員 山 口´美津夫 自由民主党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 佐々木 :正 行 公日月党神奈川県
~議
会議員団

参 与 神奈川県議会議員 てらさき 雄 介 立憲民主党・民権クラブ神奈

'II県

議会議員団

参 与 神剰 II県議会議員 河 本 文 雄 自由民主党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 細 谷 政 幸 自由民主党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 京 島 けいこ かながわ県民・民主フォーンム神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 小 林 大 介 立憲民主党・民権クラブ神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 堀 江 則 之 自由民主党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 さとう 知  一 厚木新世代の会

参 与 神剰 II県議会議員 山 日 貴 裕 自由民主党神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員 佐 藤 けい,け かながわ県民・民主フォーラム神奈川県議会議員団



職 名 氏 名 会 派

町田市議会議長 戸 塚 正 人 まちだ市民クラブ

町田市議会副議長 いわせ 和 子 選ばれる町田をつくる会

町田市議会議員 吉 田 つとむ 無所属

町田市議会議員 佐 藤 伸一郎 自由民主党

町田市議会議員 藤 田  学 自由民主党

町田市議会議員 熊 沢 あやり 諸派

町田市議会議員 若 林 章 喜 選ばれる町田をつくる会

町田市議会議員 お く 栄 公明党

町田市議会議員 三遊亭 らん丈 自由民主党

町田市議会議員 山 下 てつや 公明党 .

町田市議会議員 松 岡 みゆき 無所属

町田市議会議員 佐 藤 和 彦 まちだ市民クラブ

町田市議会議員 白 川 哲 也 選ばれる町田をつくる会

町田市議会議員 森 本 せいや まちだ市民クラブ

町田市議会議員 石 ナII 好 忠 自由民主党

町田市議会議員 松 葉 ひろみ 公明党

町田市議会議員 おぜき 重太郎 諸派

町田市議会議員 小野寺 まなぶ 公明党

町田市議会議員 秋 田 しづか まうだ市民タラブ

町田市議会議員 加 ―藤 真 彦 自由民主党

町田市議会議員 中 川 幸太郎 諸派

相模原市議会議長 寺 田 弘 子 自由暴主党相オ莫原市議団

相模原市議会副議長 加 藤 明 徳 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 金 子 豊貴男 市民民主クラブ

相模原市議会議員 松 永 千賀子 日本共産党相模原市議団

相模原市議会議員 須 田   毅 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 小野沢 耕 一 自由民主党相模原市議血

相模原市議会議員 大 沢 洋 子 市民民主クラブ

相模原市議会議員 中 村 昌 治 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 阿 部:善 博 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 栗 原   大 市民民主クラブ

相模原市議会議員 古 内   明 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 森   繁 之 市民民主クラブ

相模原市議会議員 小 池 義 和 市民民主クラブ

相模原市議会議員 桜 井 はるな 市民民主グラブ

小田急多摩線延仲を促進する議員連盟 会員名簿

雁
ェ

(
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CI

職 名 氏 名 会 派

相模原市議会議員 小 野   弘 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 大
―
崎 秀 治 公明党相模原市議団

相槙原市議会議員 久保田,浩 孝 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 西 家 克 己 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 関 根 i雅吾郎 市民民主クラブ

相模原市議会議員 臼 井 貴 彦 市民民主クラブ

相模原市議会議員 鈴 木 秀 成 市民民主クラブ

相模原市議会議員 小 田 貴 久 市民民主クラブ

相模原市議会議員 大 槻 和 弘 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 後 田 博 美 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 渡 部 俊 明 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 石 チII  達 市民民主クラブ

相模原市議会議員 南 波 秀 樹

相模原市議会議員 羽生田   学 日本共産党相模原市議団

相模原市議会議員 鈴 木 晃 地 無所属

相模原市議会議員 田 所 健太郎 日本共産党相模原市議国

相模原市議会議員 服 部 裕 明 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 佐 藤 尚 史 自由民主党相模原市議薗

相模原市議会議員 布 施 初 子 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 岡 本 浩 三 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 秋 本   仁 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 犬八木   聡 自由民主党相模原市議団

相模原市議会議員 中 村 忠 辰 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 折 笠 正 治 自由

相模原市議会議員 三 須 城太郎 市民民主クラブ

相模原市議会議員 榎 本 揚 助

日本共産党相模原市議団相模原市議会議員 今 宮 祐 貴

相模原市議会議員 仁 科 なつ美 市民民主クラブ

厚木市議会議長 井 上   武 ネクストあつぎ

厚木市議会副議長 渡 辺 貞 雄 あつぎみらい

厚木市議会議員 松 田 則 康 あつぎみらい

厚木市議会議員 石 井 芳 隆 きずな

厚本市議会議員 田 上 祥 子 公明党

厚木市議会議員 寺 岡 まゆみ 公明党

厚木市議会議員 川 白  仁 公明党

厚木市議会議員 神 子 雅 人 ネクストあつぎ
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職 名 氏 名 会 派

厚木市議会議員 栗 山 香代子 日本共産党

厚未市議会議員 名 切 文 梨 あつぎめ会

厚木市議会議員 難 波 達 哉 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 松 本 樹 影 きずな

厚木市議会議員 井 上 敏 夫 あつぎの会

厚木市議会議員 遠 藤 浩 一 公明党

厚木市議会議員 瀧 日 慎太郎 ネクストあつぎ

厚本市議会議員 新 井 啓 司 きずな

厚木市議会議員 高 橋   豊 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 田 口 孝 男 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 山 崎 由 枝 公明党

厚本市議会議員 高 橋 知 己 新政あつぎ

厚木市議会議員 望 月 真 実 新政あつぎ

厚木市議会議員 三 橋 文 男 ネクストあつぎ

厚木市議会議員 高 村 真 和 新政あつぎ

厚木市議会議員 池 田 博 英 日本共産党

厚木市議会議員 後 藤 由紀子 無会派

厚木市議会議員 奈 良 直 史 ネクストあつぎ

愛川町議会議長 渡 辺   基 あいかわの彗

愛川町議会副議長 木 下 員樹子 あすかみらい

愛川町議会議員 井 上 博 明 日本共産党愛チII町議員団

愛川町議会議員 小 島 総一郎 あすかみらい

愛川町議会議員 小 林 敬 子 日本共産党愛川町議員団

愛川町議会議員 馬 場   司 令和あいかわ

愛川町議会議員 山 申 正 樹 あすかみらい

愛川町議会議員 井 出 己 公明党

愛川町議会議員 佐 藤   茂 無所属

愛川町議会議員 佐 藤 り え 公明党

愛川町議会議員 熊 坂 崇
｀
徳 あいかわの彗

愛川町議会議員 玉 利   優 あいかわの聾

愛川町議会議員 鈴 木 信 一 日本共産党愛川町議員国

愛川町議会議員 岸 上 敦 子 公明党

愛川町議会議員 田 部 隆 之 令和あいかわ

愛川町議会議員 茅   孝 之 令和あいかわ

清川村議会議長 細 野 洋 一 無所属

清川村議会副議長 細 野 賢 一 無所属

／
ｒ
ヽ
ヽ

C
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職 名 氏 名 会 派

清川村議会議員 藤 田 義 友 ・ 共産党

清川村議会議員 山 本 雅 彦 無所属

清川村議会議員 笹 原 和 織 無所属

清川村議会議員 城 所 英 樹 無所属

清川村議会議員 落 合 .美 和 無所属

清テII村議会議員 小 林 大 介 無所属

ε 4
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研修・研究r会議費 買小計 参!ρp卑‐円 備考

領 収 書 等・貼 付 用 紙
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定期総会資料

開催日  令和 4年 5月 27日 (金)

場 所
十 「
書面開催 :

【新型とロナ感染症予防対策のため】

町.田 防1犯
t協 ―
会

O

-26-



令和 3年度 定期総会 (書面開催)

会員の皆様(ご無沙汰しております。会長の出下でございます。令和 3年度は
本当にコロナ、ヨロナに明け暮れた 1年でした。
「新型コロナウイルス」「デルタ (株)」 「オミクロン (株)」 と次から次へと新

種のコロナ (株)が出現し、ワクテン接種も追いつかない程の忙しさでした。
『緊急事態宣言』が発令され、更に延長 P再延長と継続、やっと落ち着いたと

思うたら『蔓延防止等重点措置』の適用で延長、再延長と継続され中々終息をみ

ない一年でした。      “

しかし、そんなコロナ禍にあって相変わらず特殊詐欺、窃盗 (侵入盗)犯罪等
は発生し、コロナ禍の防犯活動の難しさを痛感致しました。

当防犯協会で、は、会議を減らし文書等による文通やチラシ・―グウズ等の作成

購入による防犯対策 (特殊詐欺・空き巣)を進める傍ら、青年部による防犯広
、各家庭へのホステイング等を町田警察署に協力して推進致しました。

当協会は、協会員と市民の安全と健康を第一に考え「3密」を避け、極力会
員が集中しない環境での活動に努め、防犯広報啓発活動も実施致しましたと′

また、本来なら定期総会を実施すべきところ、徐々に落ち着きを見せ始めて
いるコロナ禍の環境に配慮すべく、皆様の健康を第一に考え、昨年と同様に定

期総会を書面開催とすることに決定致しました。会員皆様のご理解とご協力を

お願い申し上げます。             ヽ

決議事項

第 1号議案 令和 3年度事業報告

第2号議案 令和3年度会計決算及び監査報告

第3号議案 令和4年度事業計画|(案 )

第4号議案 令和4年度予算 lttl

第 5号議案 役員の改選について (案)

決議事項の同意・不同意

6月 10.日 (金)までに同意 `不同意の回答を事務局へ

-27-



第 1号議案

令和 3年度 事業報告
昨年度に続き、令和 3年の新春かIら、『緊急事態宣言』が再度発令され「デルタ (株)」 と呼ばれる

新種のコロナ株が出現、瞬く間に拡大蔓延し、その症状は重く従来の株より感染力の強いものであっ

た。                     ,
春先に一旦終息に向かうと思われたが4月 25日 に三度日、7月 12日 に四度目の緊急事態宣言が

発令となり、夏場に二回目のワクチン接種が進み9月中旬にや、っと落ち着き始めた。

しかし、秋の行楽シーズンから年末年始にかけて三回目のワクチン接種が進み、その効果の安心感

からか経済を回すと称して人流が活発になり、令和4年 1月中旬には「オミクロン (株)」 と呼ばれ

る「変異種」が見つかり、感染者の症状は比較的軽いが感染力が強く爆発的に全国に蔓延し、あわて

て3回目リワクチン接種が開始された。

これらの動きに合わせて当町田防犯協会では、なるべく本の集中を避け会議を減らし文書による通

信やチラン・グッズ等の作成による防犯広報 (特殊詐欺・空き巣)活動や各家庭へのポスティング等
を町田警察署に協力して実施致しました。

発屋」1雪哲ヨ瑶量基尼g黙財冨経繁罵憲盾鋪と鎖
欺等
?管
害
「
依姿|て

カード詐欺、空き巣被害等への広報啓発活動は市民との触れ合いによ
・
る活動がす番効果をもたらす

と考えており、′更なる準備が必要で〔現在は、新年度のコロナの終息を見据えてチラシ・グッズの作

成、イベント用機断幕等の作成を進めています。

『緊急事態宣言』や『曼姓防止等重点措置の適用』の延長、再延長続きモ、令和 3年度で計画した

イベント (つ どい、各種パレ‐卜、盛り場対策)も実施出来ませんでした。
しかして各支部 e青年部・婦人部等が地道に活動し、特に青年部は多忙な合間をぬって「青パトに

よる防犯広報 (10月の地域安全運動の期間中)」 を実施して頂きました。
また、年末には参加者の人数を減らして F盛り場対策の合同パトロール」を実施し、恒例の役員等

による「町内会・ 自治会等の夜讐パトロール激励」も実施致しました。
「   十

主な活動

O ハンディテイッシュ購入 (イバント用)・ ・ :・ 。・1000個
○ 特殊詐歎用 (録音音声警告器)配布用・・・・ :・・500個    |
〇 特殊詐欺用 (中吊り広告ポスタ■とチラン)バス車内掲示用
O 啓発用物品 (防犯腕章。・・町田防犯協会用)・ ・ ,  75個
○ 侵入盗用 (戸締り音声警告器),・ ・・。・・・ |・ 50o個
O i幾関誌購入「家庭と防犯」(関係団体配布)。 ・。毎月50冊 (広報活動)

O イベント用機断幕の作成 (3パタ▼ン),。 ・大1枚、中3枝
○ ポケットティ.ッシユ購入 (イベント用)配布・・ 。3000個
① 絆創膏セブト (イベント用)配布・ 。・・・ 。●● 500個
〇 年末歳末警戒活動現場への激励 (町内会、1自治会警戒場所)

(コ ロナ禍において感染対策を取りながら町田警察署に協力し地道に防犯広報啓発活動に取り組みま
した。市民と一体となけ防犯活動を推進することが「安全安心な街づくり」に繋がると信じ、当防犯

協会は、町田警察署ご指導の下、与子き続き防犯広報啓寿活動を推進して参ります。

-28-
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令和4年 3月 31日現在 会員数計388名 (内特別会員162名 )

C

会議・諸活動等の実施

毎

月

毎月3日 と20日 を「防犯広報日」と称し、犯罪の多い地域を重点地域とし

「青パト」による広報活動を実施します。また、偶数月の年金支給日や毎月の

給料支給日に金融機関等において、青年部、帰人部が協力してイベントに参加

し特殊詐歎、侵入窃盗、万引き等の抑止活動を行うています。

4

月

7日

12日

25日

26日

東防連の取材 (会長),i・ 6月号掲載

会計監査 (持ち回り監査)・ ・ 。(4メ12実施)

三度目の緊急事態宣言(4/25～ 5/31ま0
事務局長連絡会議(中止)

5

月

6日

10日

19日

28日

31日

東防連第 1回理事会 (中止)

定期総会資料印刷発注 (14日 あがり)

定期総会資料配布(全会員へ)

定期総会 (書面開催)

緊急事態宣言更に延長 (6/20まで)

月

特殊詐欺防止グッズ注文 (受話器装着で音声)

団体表彰 (警視総監 P感謝状)等の中止

(各個人等へ生活安全課員が伝達)

盗難防止用音声グッズ注来 (戸締り忘れの音声)

蔓延防止等重点措置の適用 (6/21～ 7/■ まで)

合同支部長会議 (第 1回)・ e。 。中止

9日

21日

21日

301日

７
　
一月

12自

22日
緊急事態宣言発令 (4回目)(712～8/1まで)

年会費集金の打合せ (会長・事務局)

17日 町田市生活安全協議会 (書面開催)・ 。・・会長
:   青少年に対する街頭での声掛け活動 (町田署への協力)
「  夏体み中の子供への声掛け活動 (町田署への協力)

9

月

9日

12日

17日

24日

27日

30日

防犯協会長全体会議 (中止)

緊急事態宣言4回目再々延長 (9ノ30まで)

新町田警察署長就任 (吉田知成氏)

会長からの挨拶文発出 (会員へ)

町田市防犯の集い(中止)。 ・ :市民ホール開催予定

新署長への挨拶 (会長)

10

月

11日～ 29日全国地域安全運動
12日 青パト出動式 (町田交通安全協会駐車場から)  .

:  (会長、内田部長〔青年部)青パト1台
13日 ～ 20日 まで

青年部による市内の広報活動 (毎日3名)延べ 24名

東防連会長 (太田美明氏)逝去 i

合同支部長会議鶴,2けiマ °と'中止

(コ ロナ感染対策を考慮して書面開催)

25日

29日

2



月

11 8日

15日

17日

22日

方面別防犯連絡会議の打合せ (レンブラントホテル東京町田)

東防連臨時理事会 (会長)

警察庁長官賞、全防連会長賞の伝達 (中町中央町内会)

方面】lJ防犯連絡会議 (レンブランドホテル東京町田)40名出席

12

月

8日

17日

28日

東防連企画調査委員会(法曹会館)。 と・・会長出席
I     

′

「町田駅周辺合同歳末特別警戒パトロ‐ル」

※ 夕ヾスターミナル市民広場 。・・会長出席

夜警八卜即―ル、町内会、自治会等の夜警個所の激励

・山下会長(署長)・ 右

'「

1副会長徹署長)・ 上原副会長(生安課司

X 3組で各町内会、自治会の夜警実施12箇所を激励

※ 歳末警戒パトロ▼ル(カリヨン広場集合)内田部長以下青年部参加

(町田中央商店街を青年部がパトロール実施)

1

月

9日

20日

21日

町由消防団出初式 (町田市立第1小学校)。 ・・会長 (不参加)

(町田警察署「武道始」・・・中止)

東防連第2回理事会 (グランドアーク半蔵F日)・ !。 ・会長出席

蔓延防止措置適用(1/21～2/13まで)

(第 9方面本部「武道始」・・・中止)

2

月

3日

5日

14日

町田市市民安全協議会 .(書面開催)

北京オリンピツク開催 (2/20まで)

蔓延防止措置適用(再延長)・ 。・ 1(3′6まで)

(感染拡大の高止まり・・・防犯活動の見合わせ)

３

　

　

月

7日

23日

蔓延防止等重点措置(再再延長)・ ・・ 。(3/21導 )

特殊詐欺撲滅イベン「卜 (Fo」 ヵ―出発式)・ :青パト出動

セントラル善1隔監保障駐車場にて(会長、青年部の参カロ)

(拡大役員会 (第 2回)中止・・・書面開催)

(会計監査準備 (を15)を予定占・・持ち回り肇杏)

T30-
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第2号議案

令和3年度決算報告書伶和3年編 1日～令和1,年3月 31日 ) (単位 :円 )・

※ 雑収入(自販機分配金)20,523円、(市民ホール予約返還金)35,098円

収 入

金   額

項 目

当期予算額 決算額 増  減

一般会員会費 一般会員会費収入 675,000 624,000 ▲ 51,000

特別会員会費 特別会員会費収入 2,155,000 21085,000 ▲ 70,000

その他 諸行事会費 0 0

〈富
基夏

合   計 2,330,000 2,709,000 ▲ 121,000

市補助金 町国市補助金 687,000 687f000
.0市

補
助
金 合   計 687,000 687,000

地域安全運動協賛金 400,000 4001000 0

寄付金 0 0

雑収入 ※55,613 551613

受取利息 4 4

祝金(総会祝金) 00

そ
の
他
収
入

借入金 0 0

そ
の
他

合 計 400,000 455:617 55,617

収

入

の

部

繰
越
金

前年度繰越金 1,318,172 1`,318,172

総   合  i計 5,735,172 5,669,739 ▲ 651383
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支 出
金 額

項   目
決算額当期予算額 増減 f

摘   要

機関誌発行費 1,020,000 63■ 185 ▲ 385,315 6月 から業者配送に変更

広報宣伝費 200,000 131,770 ▲ 68,230

防犯活動費 1,250,000 1,365,517 115,517 イベント等の資材購入

会議費 50,000 123,584 73,584 連絡会議(会場使用料)

表彰費 50,000 0 ▲ 50,000

人件費 1,064,000 1,064,000 0

修繕費 50,000 a ▲ 50,000

通信費 450,000 305,139 ▲ 144,861 文通費増加(コロナ対策)

消耗品費 300i000 275!841 ▲ 2■ 159

慶弔費 30,000 0 ▲ 30,000

渉外費 50,000 791324 291324 連絡会議謝礼(出席者へ)

東防連分担費 120,000 120,000 0

広報車管理費 200,000 88,987 ▲ 111,013 任意保険料(2台分)

ビル防犯費 30,000 0 ▲ 30,000 会議等中止

旅費,交通費 100:000 60,000 ▲ 40,000

雑費(毒『貯手数料) 171:172 511574 ▲ 11凱 598 手数料、会費返還(二重払い)

予備費 1001000 0 ▲ 100,000

一

般

支

出

の

部

合  計 5,235,172 41299,921 ▲ 985,251

記念行事積立窒 500!900 0 ▲ 500,000 きらばし銀行に据え置き
積立金

合  計 500,000 0 ▲ 500,000

借
入
金
借入金返済 0 0

次年度繰越金 1,369,868 1,369,868 積立金50万円含む

総 合 計 5,669,7895,735,172 ▲ 65,383

33 3 (単位 :円 )
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決算残高内訳書

令和4年 3月 31日現在
1 ∵般会計の部

2 残高内訳

上記の通り収支決算致しました。

令和4年 3月 31日
町田防犯協会

O 長

計

計

△
石　▲雰
〈富

山 下
′lゝ  林

渋 谷

幸 光

進

正 博

以上監査の結果、収支適正であることを認めます。
′
町田防犯協会

令和4年 4月♪プ泊  i     ―
会計監査―鈴 木,章
会計監査 五十子 良

収入の部合計 支出の部合計 残 高 .

5,669,789円 4 299, 921円 1 369,868円

内 訳 金 額

きらばし銀行町田支店 973,503円

三井住友銀行町田支店 88,175円

みずほ銀行町田北口支店 238,141円

東京貯金局振替口摩 8 744円

現金 (手許有高〕 61,i305円

合 計 1 369,868円

づ‐



町

会

田 防r犯 協 会

長 山1下 幸 光 殿

会 計 監 査 報 告 書

〔町臨防犯協会「令和 3年度収支決算書」に基づき

会計監査を行なつた結果、適切基こあと議める。

令和4'筆 4月 |プ
｀
口

.

会計監査  鈴木
「
章

芦 呼   |十1良奪

―FT二



第 3号議案

令和 4年度事業計画ω

細 目月 房∬ 事行

1 会計監査鶴お回り監査)
2 金融機関対策強化
3 防犯対策の推進
(自転車盗、万弓D

4 拡大役員会 (第 1回)

1 決算、予算、事業計画の審議
2 特殊詐歎撲滅キャンペィン
3 ボランティア防犯活動の日 (毎月3日 )
地域安全活動の日 (毎月20日 ).

「縫 かけ作戦の予定)」

4 定期総会資料の審議 (書面)

4 月

1 特殊詐歎撲滅推進月間
2 防犯活動ブースの出店
(青年部の広報活動)

3 防犯対策資料、グッズの配布

4 ポスティング、グッズ配布
5 町田市への協力
6 5/27(警視庁本部、代表者出席)

1 定期総会 (書面開催)
2 フェスタ町日への参加
(5月 8日開催)

3 侵入盗、自転車盗、万引き

防犯対策の推進

4 特殊詐欺対策会議
5 社会を明るくする運動推進
6 防犯功労者表彰式

5 月

1 対策会議
2 侵入盗、自転車盗、万引き等の防止キヤ
ンペエン実施  _
3 会費徴収と今後の運営にういて

3 街頭活動の実施

6 月

1 薬物乱用防止推進協議会
2 防犯対策の推進
3 金融機関対策の強化
4 合同支部長会議の開催
(第 1回開催)

5 少年・風俗対策の強化推進

街頭活動の実施

官民合同パレードの実施

育バトによる防ぢE広報

１

２

３

４

7/21頃 (投票 ?)

7 月

1 参議院議員総選挙
2 薬物乱用根絶地区協議会
3 盛り場地区対策の推進

4 広報活動の推進
1 盛り場地区を重点としたパト甲―ルを実
施

2 金融機関前でのキャンペーン実施  !
3 青パトによる広報活動
4 街頭補導の実施

8 月

1 駅周辺環境浄化パトロィル
(未成年者への声掛け)

2 金融機関対策強化  i
3 青少年の非行防止
(家出、性犯罪の防止)

1 「全国地域安全運動」―推進対策会議
2 防犯広報紙の発行
31地域安全運動進め方について

4 イベントでの声掛け、青パトに■る防犯
,広報の実施

5 地域安全運動の準備
(地域安全運動のイベント準備)

9 月

11地区防犯協会長全体会議
2 町内会 。自治会長連絡会議
3 合同支部長会議の開催
(第 2回会議)

4 フェス:夕町日、ザ栄通り
(日程未定)・ ↓例年参加

5 地域安全運動の事前準備

毬茸



10月

1

2

全国地域安全運動の推進

(11日 ～20日 ま0
金融機関対策の強化

3 特殊詐欺防止対策の推進

1 町田市民のつどい C D別途計画  (
10月 10日開催 。,(市民フォーラム)

2 防犯対策資料の配布と青パト広報
(青パトによる広報活動)

3 街頭イベントめ実施

11月

1′ 合同支部長会議の開催

(第 3回会議)

2 「年末特別警戒」活動の準備
3 地域安全活動の推進 ′

4 防犯広報 a啓発活動の推進

1 防犯対策推進会議開催

2 年末防犯対策会議開催
3 地元行事等での活動
4 青パトによる防犯広報の実施

(青年部による青パト広報)

12月

1 「年末 9年始特別警戒」活動の推
進

2 金融機関対策強化

3 繁華衝・盛り場対策
4 町内会 :自治会への激励

1 防犯広報テラン配布
(金融機関、スーパー等)

2 年末特別警戒防犯広報の実施
(町田駅周辺 D都県境との合同)

3 繁華街防犯パトロールの実施
4 夜警実施場所における激励(28日 )

1 月̀

1 防犯対策の推進

21自転草盗・万引き対策

1 地域安全の日
'に
各種防犯活動を実施

2 ‐鍵かけて声かけ運勃の実施

1 特殊詐歎対策の推進

2 金融機関対策強fヒ

3 拡大役員会 (第 1回)開催

1 青パトによる防犯広報

2 金融機関周辺でのキャンぶ―ン実施

3 新年度の事業計画の審議

3 月

1 薬物乱用防止推進協議会
2 拡大役員会 (第 2回)開催

3 会計監査・定期総会の準備
4 青少年犯罪の防止

1 防犯広報紙の発行配布
2 新年度の事業計画作成
(定期総会審議資料の作成)

31年度決算と新年度の予算建て

4 青バト広報による啓発活動の実施

:◎ 本年度の事業計画については、新型コロナ感染状況によって変更があります。

葛 p_



第 4号議案

令 和 4年度予算 (案)伶和4年二月1日ん令和5年 3月 31日 )(単位:円 )

収 入

入

の

部

だ

項 目

金   額

前年度決算額 当期予算額

△

費

一般会員会費 一般会員会費収入 624,000 624,000

特別会員会費 特別会員会費収入 2,085,000 21035:000

その他 諸行事会費 0

合   計 2,709,000 2,709,000

市
補
助
金

市補助金 町田市補助金 687,000 687,000

合   計 687,000 687,000

そ
の
他

そ
の

他
収
入

地域安全運動他協賛金 400,000 400,000

寄付金 0

雑収入 55,613 0

受取利息 4 0

祝金 0

借入金 0

.合
計 455,617 400,000

繰
越
金

前年度繰越金 1,818:172 1,369,868

総   合   計 5,669i789 51165,868

‐ ―測 ―



当期予算額前年度決算額
634,135 6501009

150:000広報宣伝費 131,770

1,350,000防犯活動費 1,365,517

50,000費

50,000表彰費
1,004,0001,064,000人件費
30,0000

305,139 300,000通信費
250:0001消耗品費
30,000弔費

謝礼(会場借用)50,00079,324

120,000120,000分担費
2501000管理費

∩
Ｖ
ｎ
Ｖ
ｎ
ｕビル防犯費
60,000旅費・交通費
65,868

(年 10万円) 6年目

600,000
積立金

借
入

金は 1 369,868円

31 (単位:円 )

※ 記念行事積立金は「町田防犯協会創立70周年記念行事」を令和8年 (2026年 )に予定

4 1

√で
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第 5号議案

役員の改選について

本年度、=部
の役員から一身上の都合により、役員辞退の申し出があり、下記のとお

り役員改選を行いたく会員様のご承認をお願い致します。         i

副会長の交代 (人事異動)           ヽ
① ビル防担当副会長 (小日急百貨店町田店・・・店舗運営部)｀
川口 1恭正 様が暴動になり後任の        i
矢尾板 淳 様がビル防担当副会長に就任されます。

副会長の後螢を調整中 .

① 冨lJ会長 (中'町・旭町支部担当)、
横山 昌幸 様が‐身上の都合により退会を申し出されました。
なお、後任については、現在調整中です:

令和4年 5月 27日
町田防犯協会

会長

エーを鵡―



令和 4年度 役員改選 (案)
令和 4年 5月 27日

備考新役員支 部役 職 担当地区

再任山 下 幸 光会 長

再任吉 四 書 好 !

副会長 南地区 南第一、町谷、南第二、南第四

再任信 田 昇 利原町田第一副会長 原町田第一

再任白 鳥 定 昭原町田第二副会長 原町田第二

調整中森野、中町旭町 (横山昌幸)→副会長 森野・中町・旭町

再任上 原  洋玉川学園、本町田副会長 玉川学園・本町田 (

再任小 山 宰 正副会長 忠生

木曽、常盤、上小山田、下小山

田、矢部、根岸、山崎、忠生四丁

目町内会           !
再任右 川 洋一郎鶴川 鶴サII東、鶴)|1中、鶴テiI西副会長

新任矢尾板  淳副会長 Dレ防犯

再任関  あい子部 長 婦人部

再任内 田 二 郎部 長 青年部

再任珂ヽ 林  進会 計 会計

再任渋 谷 正 博会 計 会計

再任鈴 木 章 夫監査篠 監査

再任五十子 良 二監査役 監査

再任廣 島  昇顧 問

封 暉′―
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領  1収 1書

賜 子 様

¥2,000二

但し、令和4年度 河ヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

冷争イ午 I F ttθ 日  上記の金嶺ヽ 三匡に領収いたしました
小田急多摩線延伸を促進する

会 長 中村 昌
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たノ走 様

¥2 , 000r

但し、令和 4年度 河ヽ田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会費として

ぞ″7年 デ 月

''日

‐
上記の金額、五Iに領収いたしました

小田急多摩線延伸を促進する

会 長 中村 昌
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